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内容：
光増幅技術と光導波路技術をベースに，新しい光信号の振幅・
位相制御技術を開拓し，広帯域で高機能な光信号処理光回路の
実現を目指しています．
軸足を置いている研究は，長距離大容量光ファイバ通信方式で
す．得意な要素技術は，光変調方式，光増幅，光導波路，光信号
処理です．この他にもたくさんの要素技術を広範に知り，複合的に
システム応用する学問領域が通信工学です．
通信技術で培った先端的な要素技術は，他の工学領域に応用す
ることが十分に可能です．特に，計測・センシングなどはすぐにでも
応用できる領域です．システム技術では，数理モデルの構築と最
適化問題に対するアプローチも重要です．これらのことに若い学生
とともに取り組んでいます．

アピールポイント：
通信技術は，さまざまな要素技術をシステム応用する技術です．
それをベースに他の領域への応用も可能です．基本的な電磁気学
や電気回路の応用についても幅広く対応が可能です．
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